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ੜの֮ࢹ機能にഭるϏδϣϯηϯγϯά

研究を始めるのに必要な知識・能力
・数学の基礎的な知識（線ܗ数、関数論、౷ܭ学など）
・信߸ॲ理、機械学習などの基礎的な知識
・プロάラミンάスΩϧ（C��、1Zthon、.atlabなど）

研究室の指導方針
　企業の研究室ということもあり、ࢦಋ学生の数は ʙ໊̍̎となる。その分、マンπーマンでの議論や企業の研究所のメンόーとの議
論の機会を多くとるようにしている。また研究テーマの課題設ఆについては、できるだけݱ場にۙいリΞϧなもの、あるいはະ来視点
からの社会課題にもとͮいてબͿようにしている。
　自分の研究成Ռが製品に࠾用されੈの中にग़ることが楽しみなਓ、企業の研究開発のプロセスを一ૣく経験したいਓ、画૾センシ
ンάなどਓの視֮機能に関Θる研究に関心のあるਓにはなじみやすい環境です。 

この研究で身につく能力
　企業での将来的な品化を意識した研究テーマ設ఆをおこなうため、研究を通じてᶃ課題設ఆ力ᶄίンセプト立案力ᶅΞϧゴリζム
設ܭ力ᶆ実ӡ用をߟ慮した性能評価の方法論構ஙなどの能力上がظできる。また画૾センシンάという物理（ޫ学）、信߸ॲ理、
ίンϐϡータϏジョン、機械学習、実とԣஅ的な技術から構成されるという性࣭上、広い視点で技術を၆ᛌする能力を身につける機
会に多く触れることができる。

修了生の活躍の場
　これまでの実でいうと、ιフトウェΞ会社、カメラメーカ、精密機ثメーカなど企業の研究開発職。

研究内容
　৽͍͠Πϝʔδϯάٕज़ͷ出ɺը૾ॲཧʹΑΔจࣈͳͲͷύλʔϯਓͳͲͷମೝࣝɺ͋Δ͍ਓؒͷ行ಈಈ作ͷೝࣝͳͲ
Λ中৺ʹɺਓؒͷػ֮ࢹʹഭΔը૾ηϯγϯάͷڀݚΛɺೖྗ͓ܥΑͼΞϧΰϦζϜͷ༥合Λ࣠ʹ͓͜ͳ͏ɻओͳڀݚςʔϚͷީิ
ҎԼͷͱ͓ΓͰ͋Δ͕ɺ͜ΕʹݶΒͣϞϏϦςΟྖҬͳͲը૾ηϯγϯάʹؔ͢ΔςʔϚΛ広ൣғͰऔΓѻ͏ɻ

'"（ϑΝΫτϦʔΦʔτϝʔγϣϯ）͚ͷը૾ηϯγϯάٕज़
　ը૾ηϯγϯάͷͮ͘Γͷݱ場ʹ͔ͳΓਁಁ͍ͯ͠Δͷͷɺগ子高ྸԽࣾ
ձʹ͓͚ΔਓखෆऀܧޙෆͳͲͷ՝ʹඥ༷ͮ͘ʑͳٕज़՝͕͍ͯͬ
Δɻಛʹ本ࣨڀݚͰͱΓ͋͛ΔͷϩϘοτϏδϣϯʹؔ͢ΔڀݚจࣈϚʔΫͷ
Ͱ͋Δɻڀݚ出ɾೝࣝʹؔ͢Δݕ

（1）ϩϘοτϏδϣϯ
　ϩϘοτʹΑΔͷͮ Γ͘ఔͰɺʮͷΛ͔ͭΉʯʮͷΛቕΊࠐΉʯʮ۩Λ
ඞཁͳใΛೖྗ͢ΔͨΊͷը૾ηϯʹޚ求ΊΒΕΔɻ੍͕ޚͳ੍ࡉʯͳͲણ͏
γϯάͰɺରͷಛ （ͳͲ࢟Ґஔ）ଌ͢Δηϯαɺঢ়ଶܭΛ（࣭ࡐঢ়ܗੑ）
Λਪఆ͢ΔΞϧΰϦζϜͷਐԽ͕ෆՄܽͰ͋Δɻ本ࣨڀݚͰ͜ΕΒͷٕज़ʹؔ͠
ͯ実༻ԽΛ೦಄ʹஔ͍ͨڀݚςʔϚΛઃఆ͢Δɻྫ͑ɺ̏%ܭଌͷݪཧʹؔ͢Δ
ଌख๏ͷཱ֬ɺ͋Δ͍̏%σʔλΛܭঢ়ܗྀͨ͠ߟରͷࣹಛੑΛڀݚૅج
༻͍ͨମͷ高Ґஔ࢟ݕ出ΞϧΰϦζϜͷཱ֬ͳͲͰ͋Δɻ

（2）จࣈϚʔΫͷݕ出ɾೝࣝ
　ʹ印͞ࣈΕ͍ͯΔจࣈɾϚʔΫΛɺը૾ηϯγϯάʹΑΓࣗಈͰݕ出ɾೝࣝ͢
Δٕज़͢Ͱʹ実༻Խ͕ਐΜͰ͍Δͷͷɺ印ࣈͷํ๏ͳͲʹΑͬͯ ٕज़՝͕
山ੵΈͰ͋Δɻྫ͑ίετӡ༻໘ͷ؍͔ΒυοτϚτϦΫεͰߏ͞ΕΔυο
τจ͕ࣈ'"Ͱසൟʹ利༻͞ΕΔɻ͔͠͠ͳ͕Βɺ͜ͷυοτจࣈͷݕ出ɾೝࣝͷ
ࣗಈԽٕज़తқ͕高͘ɺϢʔβʔʹରͯ͠จྖࣈҬͷબͳͲΛखಈͰૢ作
ͤ͞Δػ͕ෆՄܽͰ͋Δͷ͕実Ͱ͋ΔɻϢʔβʔʹΑΔૢ作ΛݮΒ͠ɺೖྗը
૾͔ΒࣗಈͰυοτจࣈΛந出͢ΔγεςϜ͕͋Εۀ࢈քʹ大͖ͳݙߩͱͳΔɻ
本ࣨڀݚͰɺ͜ͷΑ͏ͳจࣈɾϚʔΫͷݕ出ೝࣝʹؔ͢Δج൫ٕज़ͷߏஙΛࢦ

ɻ͢
（3）ը૾ηϯγϯάʹඞཁͳ"*ٕज़ͷج൫ߏங
　·ͨ本ࣨڀݚͰɺલड़ͷը૾ηϯγϯάٕज़ߏஙͷͱͳΔ"*ٕज़（ػցֶ
शڧԽֶश）ͷڀݚૅج͓͜ͳ͏ɻ۩ମతʹɺ͜Ε·ͰઐՈͷख͕ඞཁ
Ͱ͋ͬͨηϯγϯάʹؔ͢ΔઃఆɾௐΛͰ͖Δ͚ͩͳͨ͘͢ΊͷΞϧΰϦζϜ։ൃ
ͳͲΛఆ͍ͯ͠Δɻ

（写真左から）
客員教授：ਡ๚　ਖ਼थ masaki.sVwa@omron.Dom
客員准教授：Ҫ৲　ળٱ Zoshihisa.ijiri@omron.Dom

　˞બできる教ҭプロάラムについては、ೖ学後、୲当教員に֬ೝしてください。

ޫηϯγϯά研究室
（オϜϩϯࣜגձࣾ）

研究設備
独自のωットϫーク環境およͼࢉܭ機܈
画૾データऩू設備（҉室ɼ֤種র໌ஔなど）
大ྔ画૾データϕース
ଌ評価ஔܭڑ
�D画૾ॲ理ஔ
カメラ評価ஔ

研究業・共同研究・ࣾձ׆ಈ・外部資金など
中国のਗ਼՚大学、上ւަ通大学などと共同研究を実ࢪ




